
郷瀞難
弥
醐

叢

マ
ル
ク

ス
の
比

例
的
關
…係

の
鐵
則

租
税
立
法

那
微
階
級
打
算
的
態

度

計
〃會
哲
患
†咋
搬
中
立
思
的

二
一兀
論
的
思
想

我

が
国
民
所
得

の
地
方
別
冊
先

隣

恐
柵

間
接
税

の
整

理
を
論
ず

説

苑

功

利
主
義

と
生
産
政
策

地
學
観

肚

曾
學

読
に
就

き
て

・

雑

録

僧
侶

と
勢

働
問

題

蕾
岡
山
藩

の
井

m
法

・

渋
墨
博
士

輕
濟
學
士

経
済
錐
士

注
學
博
士

黒 財 財 堀

輕

部

静

部

静

正

鍛 冶 治 夫

法
學
樽
士

小

川

郷

太

郎

法
學
海
士

河

上

筆

法
學
博
士

柵

戸

正

雄

法

學

士

恒

藤

恭

油

墨

士

汐

見

三

郎



時

　
論

、

間

接

税

の

整

理

な

論

ず

小

塚

郷

太

郎

第

一

結

目

、経
済
界
が
反
動
時
期

に
入
っ
て
よ
り
、
租
税
牧
人
も
自
然
増
牧
を
期
す
る
こ
ξ
が
出
来
な
い
で
、
財
政
の
行
詰

b
を
生
じ
て
來
把
。
そ
こ
で
財
政
整
理
ε
か
、
税
制
整
理
ε
か
、
の
聲
が
次
第

に
高
く
な
り
っ
》
め
る
っ
政
府
は

夙
に
財
政
経
済
調
査
會

に
命
じ
て
税
制
整
理
案
を
作
製
せ
し
め
τ
居

っ
た
が
、
第
四
十
五
議
會

の
間

に
合
は
な
か

っ
た
。
多
分
、
本
年
の
冬

の
議
會

に
は
、
税
制
整
理
案
が
提
出

せ
ら
れ
る
蓬
ε
な
ら
う
。
蓋
し
税
制
整
理
ほ
こ
今

月
の
事
務

に
切
な
る
も
の
は
無

い
の
で
め
る
。
仍
て
余
も
弦
に
税
制
整
理
に
就
て
卑
見
を
述

べ
て
見

た

い

ε

思

ふ
.Q余

は
暴
に
.承
諾

嬉
於
て
直
接
税
制
度
が
如
何
に
整
理
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
塁

、
地
方
税
制
度
が
如
何
に
整
理
せ

も

れ
ね
ば
な
ら

楓
か
を
論

じ
た
。
今

は
間
接
税
制

度
が
如

何

に
整
理

せ
ら

れ
ね
ば
な
ら

阻

か
を
論
ず

べ
き
順
序

ε

時

論

間
接
税
の
整
理
推
論
す

、

第
十
四
巻

(第
五
號

九
七
)

入
五

一
.

.



㍉

時

論

間
接
税
の
整
理
々
論
ず

第
十
四
巻

(第
五
號

九
八
)

八
五
二

な

っ
た
。

開

く
所

に
糠

れ
ば

、
財
政

経
済

調
査
會

の
小
委
員

會

に
於

て
は
、
間
接

税

に
就

て
も
既

に
整

理

の
成

案

が
出
来

⊥

っ
て
み
る
ピ

い
ふ

こ
ご
で
あ

る
。
余

は
本

論
女

に
於

て
其
秦

を
批

評

し
、
且

つ
鼻
見
を
述

べ
や
う
ご
思

ふ
が
、

そ
れ
に
先

っ
て
、
我
国

の
間
接

税
制

度
が
如

何

に
組

織

せ
ら

れ
て
あ
る

か
、
.又

そ
れ

に
如

何
な

る
敏
黙

が
あ

る
か

を
明

に
せ
ね
ば

な
ら

阻
。

弦

に
間
接
税

こ

い
ふ
は
、
直

接
椀

に
封
ず

る
も

の

で
あ

る
こ

ε
は
、
論
ず

る
迄
も
な

い
が
、
主
嬉

し
て
眼

中
に

す

る
所

の
も

の
は
消
費

税

で
め

る
。
尤

も
消

費
税

ビ

い

へ
ば
、
直
接
税

に
口験
す

る
も

の
が
あ
り
、
間
接

税

に
属
脚
す

し

る
も
の
が
め

る
。
直
接
消

費
税

こ
し
て
は
佳

家
税
や

所
謂
奢
侈

税
を
敷

へ
る

こ
ε
が
出

来

る
が
、
我
国

に
て
は
地

方
税

の
中

に
典
例
を
見

る
こ
ご
少

く
な

い
げ

れ
ご
も

、
国
税

の
中

に
は
、
僅

に
二
三

を
存
す

る
に
過
ぎ

澱
、
是
等

の
直
接
消
費

税

に
論

及
す

る
は

.
本
論

の
趣
旨

で
は

無

い
が
、
闘
接
消

費
税

に
密
接
な

る
關
係

を
有
す

る
も
.の
だ

け

は
之

を
論

ず

る
積

で
あ

る
。

政
府

が
財
政
経
済
調
査

會

に
諮
問

し
た
る
所

に
依

る
ε
、
間

接
椀

ど
し
て
は
清
費

視

の
外

に
印
紙

税
や
取
引
視

等
を
激

へ
擧

げ

て
み
る
様

で
あ

る
が
、
.印
紙

税
や
取
引

税

は
、
登
録
税

ご
共

に
、
所
謂
流

通
税

パく
。
「犀
。
7
「.ω[。
⊆
①「
)

を
形

く

る
も

の
で
め

っ
て
、
之

を
間
接

税

ξ
見

る
は

、
穏

當
で
な

い
。
余
は
他
日
之

を
流

通
税

ど
し
て
別

に
論

じ

て
見

定

い
ε
思

ふ
か
ら
、
藪

に
は
之
を
聡

く

こ
ご
ン
す

る
し
.但

し
流
通
椀
で

な

い
取
引
税

に
至

っ
て
此
限
り

で
無

,



い

。右
様

に
観

て
來

ゐ
ご
、
闘

接
視

嬉
し
て
藪

に
論
ず

べ
き
は
、
圭

ε
し
て
間

接
消
費

椀

`
な

る
の
で
あ

る
。

第

=

.我
國

に
於
け

る
間

接
税
制
度

の
概
要

我
國
の
現
行
間
接
消
費
税
は
、大
燈

に
於
て
關
挽
ご
内
地
消
費
税
ご
よ
り
成
り
立

っ
て
居
り
、内
地
消
費
税
は
更

に
、
酒
造

税
、
萎
酒
椀
、
酒
精
及
酒
精
含
有
飲
料
椀
、
砂
糖
浦
安
視
、
.織
物
消
費
税
、
醤
油
造
石
税
、
自
家
用
醤

油
挽
、
石
油
浦
饗
視
、
萱
藥
印
紙
税
、
よ
り
成
う
立

っ
て
み
る
。
專
費
も
消
費
税
を
課
す
る

一
方
法
ピ
見
る
こ
ざ

が
出
来
る
か
ら
、
盤
、
煙
草
、
禮
脳
等

の
専
費
は
、
内
地
清
費
椀
に
準

じ
て
之
を
見
ね
ば
な
ら

鳳
。

是
等

の
税
は
初

め
よ
り

一
定
の
罷
系
を
形
く

る
の
目
的
を
以
て
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
、
財
政
上
の
必
要
に

慮

じ
て
、
時
に
随

ふ
て
之
を
新
設
し
叉
は
改
正
し
て
來

つ
た
も
の
で
あ
る
。
酒
造
挽
、
醤
油
造
石
税
怯
、
既

に
曹

幕
時
代
よ
り
之
を
存
し
、
冥
加
金

の
名
を
以
て
之
を
徴
牧
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
が
。
明
治
維
新
以
後
種
々
の
攣

邉
を
純

で
現
行
法
蓬
な

っ
て
み
る
。
其
後
自
家
用
醤
油
視
は
、
明
治
十
八
年
に
、
婆
酒
挽
、
酒
精
及
酒
精
含
有
飲

料
税
は
、
明
治
三
十
四
年
に
新
に
設
け
ら
.る
y

こ
ε
桟
な
っ
た
。
又
質
藥
印
紙
税
は
、
明
治
+
年

に
、
砂
糖
消
費

税
は
、
明
治
三
十
三
年
に
設
け
ら
れ
、
石
油
消
費
税
、
織
物
消
費
税
、
井
に
翻
、
煙
草
の
専
費
は
、
.明
治
三
十
七

年
よ
り
創
ま

っ
た
。
是
に
依
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
我
國
の
内
地
消
費
税
は
、
團
匪
事
憂
、
日
露
戦
役
に
促

さ
れ
て

ノ

時

論

間
接
税
の
整
理
な
論
ア

第
+
四
巻

(第
五
號

九
九
)

入
五
三
.

.



'

時

論

間
接
税
の
整
理
為
論
ず

第
†
四

巻
)第
五
號
豊

O
O
)

入
五
四

ぽ

大

に
進

ん
だ
こ
謂

へ
る
が
、
其
以
前

に
於
て
、
膿
系
が
具
は

つ
み
た
の
で
も
畢

、
叉
蕃

鷺

捨
て
膿
系
を
完

全

に
し
や
う
ご
し
だ
の
で
も
無
い
。
さ
う
い
ふ
ご
、
我
国
の
現
行
間
接
消
費
視
は
雑
然
ε
し
て
集

め
た
も
の
に
過

ぎ
ぬ
様

に
聞
こ
ゆ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
さ
う
で
な
い
。

之
を
酒
税
に
就
て
い
へ
ば
、
酒
造
税
の
外
に
、
萎
酒
税
井
に
酒
精
含
有
飲
料
粉
を
加

へ
て
來

π
か
ら
-
酒
の
系

統

の
税
は
先
づ

一
の
髄
を
爲
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
酒
は
由
家
人
生
々
活
に
無
く
て
は
な
ら
弧
品
勃
・で
な

い
、
謂

は
～

一
種
の
嗜
好
品
に
過
ぎ
血
。
故
に
之
を
嗜
好
品
税
ご
謂

っ
て
も
可
い
。
煙
草
の
專
費
も
亦
比
熱
に
於
て
同
様

　

　

む

　

に
見

る

こ
ご
が
出

京

る
。

此

(
し
て
酒

税

ε
煙

草
專

費

ε
は
嗜
好

品
税

の

一
膿

を
形

く

っ
て
ゐ
.る
ε
見

る

べ
き
で

　

む

　

　

あ
る
。
之
に
謝
し
て
櫨

の
專
費
、
醤
油
造
石
税
、
自
家
用
醤
油
税
井
に
石
油
消
費
視
は
、
必
需
品
税
を
形
く
る
も
.

の
ε
見

る
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
撞
、
醤
油
、
石
油
皆
兵

に
.
人
生
々
法
上
無
く

て
は
な
ら
組
も
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
衣
に
此
嗜
好
品
税
ピ
必
需
品
税
ε
の
中
間

に
あ
る
も
の
が
あ
る
。
織
物
消
費
税
、
砂
糖
消
費
税
、
費
藥
印

ロ

ロ

む

つ

か

紙
税
の
如
き
は
、
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
之
を
準
必
需
品
税
ε
名
け
て
置
く
。

此

の
如
く
論
じ
来
れ
ば
、
我
國
の
内
地
滑
費
枇
は
、
必
需
品
税
ご
嗜
好
品
税

ご
準
必
需
品
税
ε
よ
り
成
り
立

っ

て

る
る
ε
謂

ふ

べ
き
で
・
自
然

三

の
租
税
鵠

系
を

な
し
て

み
る
ε
見

る
ご

ε
が
出
来

る
の
で
あ

る
。

此
租
税
鰹

系
は
果
し
て
當
を
得
て
み
る
も
の
か
否

か
、
次
に
之
を
吟
味
せ
ね
ば
な
ら

澱
が
、
そ
れ
に
先
ち
て
是
等
租
税
の
概

要
を
述

べ
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

■



　

　

　

　

　

第

一
に
必
需
品
税

に
就
て
見

る
に
、
舗
は
専
費
ε
な

っ
て
み
る
、
即
ち
其
製
造
を
民
間
に
任
か
し
、
政
府
が
其

販
費
椹
を
獄
古
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
併
し
今
日
に
於
て
は
、
政
府

は
此
塾

の
專
貰
に
依

っ
て
益
金
を
得
や
う
`

し
て
み
な

い
。
從

て
裸
視
の
性
質
が
失
ば
れ
て
來

だ
こ
も
謂

へ
る
の
で
あ
る
。

　

　

む

む

の

石
油
消
費
税
は
燈
火
用
に
供
し
得
る
石
油

に
税
す

る
も
の
で
あ
る
。
輕
油
(揮
獲
油
)
重
油
の
奴
き
工
業
用
に
供
.

す

る
も
の
に
は
税
せ
な
い
。
税
牽
は
石
油

一
石
に
付
き

一
圓
で
あ
る
。
製
造
場
叉
は
保
税
地
域
よ
り
石
油
を
引
取

る
ご
き
、
其
引
取
人
よ
り
徴
殴
す

る
の
で
あ
る
。

む

　

　

ロ

醤
油
税
は
醤
油
の
造
石
微

に
依
り
、
共
製
造
入
よ
り
徴
牧
す

る
も
の
で
あ
る
。醤
油
製
造
人
は
、
製
造
場
.
一
箭

所

毎

に
政
府

の
免
許
を
受
け
ね
ば
な
ら
阻
。
醤
油
の
造
石
敷
は
官
職
に
申
出
て

(醤
油
は
製
成
す

る
前

に
、
溜
は
翼

成
後
十
日
内
に
)
其
査
定
を
受
け
、
.醤
油
は
諸
味

一
石
に
付
金

一
圓
七
十
銭
溜

は
翼
成

一
石
に
付
金

一
圓
六
十
五

銭

の
税
率
に
依
り
、
造
石
敷
に
慮
し
て
納
税
す

る
の
で
あ
る
。
納
期
は
三
期

に
.分
だ
れ
て
あ
る
。
.

む

む

む
　

　

む

　

自
家

用
醤

油
税

は
、
自

家
用
醤

油

(溜

を
も
含

む

と

ケ
年

五
五
以
下

を
製
造

す

る
者

に
謝

し
其
製
造

見
積

高

に

依

っ
て
課
す

る
も

の
で
あ

る
、
製

造
者
は
政

府

の
免

許
を
受
け
ね
ば
な

ら
ぬ
。
其
免

許
は

一
家

一
人

に
限

つ
.て

る

る
。
此
視

は
製
造

」口回
に
依

り
五
種

を
分
ち
之

に
謝
し

て
累
進

税
率

を
課

し
て

ゐ
乙
。
即

ち
左

の
如
し
。
.
・
、

第

一

種
.

】

石

末

漏

金
五

十

鍍

第

二

種

二

石

未

満

金
一

圓

時

論

間
接
稔
の
整
理
た
論
ず

第
+
四
巻

(第
五
號

一〇

=

入
五
五q



」

、

時

論

間
接
枇
の
整
理
ん
論
ナ

第
西

巻

(第
五
號
.
δ

二
)

入
五
六

第

三

種
、

三

石

一本

浦

金
二

圓

第

四

種

四

百

未

瀾

金
三

圓

第

五

麺

五

和

未

瀾

金
四

圓

此
税
は

二
期

に
分
て
之
を
分
納

す

る

こ
ε

N
な

っ
て
み
る
。
自
家
用
醤

油
税
は
、
納
税
者

が
消
費
者

で
あ

っ
て

撚

税
者

で
あ

る
、
故

に
直

接
消
費
税

の
性
質

を
持

っ
て

る
る
が
、
醤
油

税

ビ
分
け
て
見

る

べ
き
も
の
で
な

い
、

　

む

の

り

り

　

　

の

　

第

二
に
準
必
要
品
税
に
就
て
見
る
に
、
織
物
消
費
税
は
、
織
物

に
謝

し
て
課
す
る
挽
で
あ
る
、
織
物
巴
は
織
機

に
依
り
経
糸
ε
緯
糸
ど
を
交
叉
組
織
し
π
る
布
帛
を
指
す
の
で
あ
る
、
從
て
編
物
組
物

フ
ニ
ル
ト
を
含
ま
祖
、
視

牽
は
織
物
の
債
格
の

一
割
で
あ
る
、
、而
し
て
其
償
格
は
製
造
場
叉
は
保
枕
地
域

よ
り
織
物
を
引
取
る
ε
き
の
償
格

で
あ
っ
て
、
引
取
人
は
之
を
税
務
署
に
申
告

し
直

に
納
税
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

、

砂
欝

器

は
普
通

に
砂
糖
、
糖
蜜
、
精
恋

し
て
取
引
せ
ら
れ
て
る
る
も
の
に
課
す

る
視
で
あ
る
.
.葡
噛
糖

萎
芽
糖
、
飴
…、
果
汁
、
蜂
蜜
等
に
は
之
を
課
せ
澱
。
税
率
は
、
砂
糖
に
於
て
は
⊥
ハ
種
一を
分
ち
、
砂
糖
色
相
甜
{閲
標

本

の
號
敷
が
上
ぼ
る
に
從
ひ
百
斤
に
付
、
武
圓
乃
至
九
圓
、
.氷
砂
糖
角
砂
糖
棒
砂
糖
に
は
百
斤

"
付
十
圓
ご
し
、

糖
蜜
に
於
て
は
、
.二
種
に
分
ち
、
各
異
れ
る
牽
ε
し
、
糖
水
に
於

て
は
、
百
斤

に
付

八
圓
の
均

一
税
率

`
し
て
あ

る
。
此
税
も
内
地
消
費
の
目
的
を
以
て
製
造
場
叉
は
保
税
地
域
よ
り
引
取
る
ご
き
に
、
其
引
取
人
よ
り
直
に
徴
牧

す

る
の
で
あ
る
。

.審

暴

穂
は
暴

些
暴

類
似
品
婁

者
が
、
其
萱
欝

塞

類
似
品
を
販
費
せ
を

す
詮

ミ

駕

す

9



9

る
も
の
で
あ
る
、
其
後
股
方
法
は
、
萱
藥
拉
賞
藥
類
似
品

の
容
器
叉
は
包
紙

に
印
紙
を
貼
用
せ
し
む

ろ

の

で

あ

る
。
視
牽
は
定
贋
に
黝
し

]
割
で
あ
る
。
費
藥
虹
費
藥
類
似
品
管
棄
君
恩
同
時
に
費
葉
管
業
挽
を
彿
は
ね
ば
な
ら

兎
が
、
そ
れ
は
明
に
直
接
視
で
あ
る
、
費
藥
印
紙
税
は
之

に
反
し
て
間
接
税
で
あ
る
。

　

　

　

　

む

　

第
三

に
嗜
好
品
税

に
就
て
之
を
見
る
に
、
煙
草
は
製
造

も
服
喪
も
政
府

の
濁
占
こ
な
っ
て
み
る
、
真
"萱
の
益
金

は
大
艦

に
煙
草
税
ご
見
て
差
支
な
い
。

む

　

　

ロ

.

酒
造
税
は
清
酒
濁
酒
白
酒
味
淋
及
焼
酎
に
課
す
る
視
で
あ
る
。
是
等
の
酒
を
製
造

せ
ん
ε
す
る
者
は
製
造
場

一

箇
所
毎

に
政
府
の
免
許
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
酒
を
製
造
し
た
こ
き
は
造
石
敷
の
査
定
を
受

け
ね
ば
な
ら

漁
、

酒
造
税
は
其
査
定
石
数
に
懸
じ
て
之
を
課
す

る
、
而
し
て
酒
の
種
類
は
之
を
四
種

に
分
っ
て
各
異
れ
る
税
率
を
適

用
し
て
み
る
。
帥
ち
第

一
種
、
酒
精
分
二
十
三
度
以
下
の
濁
酒

に
射
し
て

一
石
に
付
三
十
圓
。
第
二
種
、
酒
精
分

二
十
三
度
以
下
の
清
酒
白
酒
及
酒
精

分
三
十
度
以
下
の
味
淋
焼
酎
に
罰
し
て

一
石
に
付
三
十
三
圓
。
第
三
種
、
酒

精
分
三
十
度
を
超
え
四
十
五
度
以
下
の
焼
酎

に
謝
し
て

一
石
に
付
酒
精

分

一
度
毎
に

一
圓

こ
十
五
銭
を
加

へ
た
る

金
額
。
第
四
種
、
酒
桔
分
二
十
三
度
を
超
ゆ
る
清
酒
、
濁
酒
、
白
酒
、
酒
精
分
三
+
度
を
超
ゆ
う
味
淋
及
酒
精
分

四
十
五
度
を
超
ゆ
る
焼
酎
に
謝
し
て

一
石
に
付
酒
精
分

一
度
毎
に

一
圓
五
十
銭
を
加

へ
た
る
金
額
を
課
す
、る
こ
ざ
.

に
な

っ
て
み
る
。
納
期
は
之
を
四
期
に
衿

っ
て
分
納
す

る
の
で
あ
る
。

　

む

ゆ

萎
酒

税
は
夢

酒

に
課

す
ム
税

で
あ

る
、
萎

酒
製
造

者
は
製

造
場

一
箇
所

毎

に
政
府

の
冤

計
を
受

け
、
真
姿

酒

を

■
時

論

間
接
税
の
整
理
た
論
ず
.

第
十
四
巻

(第
五
號

一
〇
三
)

八
五
七

㌔



時

論

間
接
税
の
整
理
た
離
す

第
十
四

β巻
第
五
號

一
〇
四
)

八
五
八

製

成

し
た
る
ε
き
其
造

石
数

の
査
定
を
受
け

、
石
敷

に
慮

じ
て
税

を
彿

ふ

の
で

め
る
、
税

率

は

一
石

十
八
圓

で
あ

る
、
納
期

は
毎
月
.中

の
査
定

石
敷

に
依

り
翌
月
中

に
納

む

る
こ
ε

玉
な

っ
て

み
る
。

む

む

　

む

ひ

む

む

む

　

　

㌧
.酒
精
.及
酒
精
含
有
飲
料
視
は
酒
精
及
酒
精
含
有
飲
料
に
課
す

る
税
で
あ
る
が
、
其
製
造
者
は
政
府
の
冤
許
を
受

け
、
.其
製
成
を
終
b
た
な
ε
き
は
渣
石
敷
の
査
定
を
受
け
、
其
査
定
石
数
に
俵
り
翌
月
中

に

一
時
に
納
視
せ
ね
ば

な

ら
彊
。
視
牽
は

一、石
に
村
酒
精

分

一
箇
毎
に

一
圓
五
十
銭
の
割
合
で
あ
る
、
但
し

「
石
に
付
三
十
五
圓
の
割
合

を
下
る
こ
ε
が
出
来
ぬ
。

第

三

現

行

間

接

　税
制

度

の
欽

貼

前
述

ぶ
る
が
如
く
、
我
国
の
現
行
間
接
槍
は
關
撹
ε
内
地
消
費
税

ε
よ
b
成
b
内
地
清
費
視
は
更

に
嗜
好
品
税
、

必
需
品
枕
、
準
必
需
品
挽
に
依

っ
て
組
織
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
人
な
る
峡
黙
が
現
は
れ
て
る
る

其
訣
黙
は
左
の
四
で
あ
る
。

む

む

む

む

ロ

　

む

　

　

む

む

む

ロ

リ

む

む

　

　

　

つ

り

り

ほ

ロ

む

む

ほ

む

む

第

一
の
鉄
黙
は
、
我
国
の
間
接
視
が
圭
ε
し
て
下
級
肚
會
の
負
撚
に
締
し
て
み
る
こ
巳
で
あ
る
。
間
接
消
費
税

が
圭
℃
し
て
下
級
就
會
.の
負
擢

に
蹄
す

る
こ
ご
は
、自
然
の
趨
勢
で
め
る
。

一
禮
、間
接
消
費
税
な
る
も
の
は
消
費

品
を
課
税
物
件
こ
す

る
視
で
あ
る
.
而
し
て
其
消
費
品
は
貧
者
も
富
者
も
共

に
消
費
す

る
も
の
が
多

い
。
然

る
に

世
の
中
に
は
貧
者
が
多
く
し
て
富
者
は
極
め
て
少
い
、
そ
こ
で
消
費
挽
の
股
入
額
は
殆
ん
ざ
貧
者
階
級
の
納
付
す



'

1

る
所
に
か
Σ
る
こ
ご
、
な
る
、
從
て
滑
費
視
は
貧
者
階
級
の
負
推

に
締
す

る
ご
い
っ
て
も
不
可
な
い
こ
ε
、
な
る

の
で
あ
る
。
我
國
の
間
接
税
制
度
も
亦

さ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
國
の
間
接
税
制
度
を
見

る
ご
、
直

に
首
肯

せ
ら

れ
る
こ
ε
で
あ
る
、
其
鐸
は
外
で
も
無

い
。
先
づ
必
需
品
税
を
見
よ
、
必
需
品
税
は
各
人
の
生
活
上
必
す
要
す
る

品
物
に
饗
す
ざ
視
で
あ
る
か
ら
此
世

の
中
に
最
も
多
く
存
す

る
貧
者
が
圭
ε
し
て
之
を
負
推
す
る
こ
ご
＼
な

る
で

は
無

い
か
。
次
に
嗜
好
品
視
を
見
よ
、
飲
酒
及
喫
烟
の
風
習
は
我
國

一
般
民
衆

に
普
く
行
き
亘

っ
て
み
る
か
ら
、

此
税
の
敗
入
も
主
ピ
し
て

一
般
民
衆
の
納
む
る
も
の
ε
な
る
で
は
無

い
か
、
終

に
準
必
需
品
税
を
見
よ
、
此
種
の

税
も
主

ざ
し
て
中
級
以
下
の
民
衆
に
依

っ
て
負
据
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
是
等
の
民
衆
は
織
物
や
砂
糖

の
質
の
多
少
劣
れ
る
も
の
を
消
費
し
て
は
居
ら
う
が
、
其
人
の
徴
が
多

い
か
ら
、
其
消
費
量
が
多
く
な
り
、
從
て

多
額
の
税
を
負
櫓
す
る
こ
ε
》
な
る
か
ら
で
あ
る
。

此
の
如
く
我
國
の
間
接
消
費
税
は
圭
ε
し
て
貧
者
階
級
の
質
権
に
蹄
し
て
み
る
。
」併
し
こ
は
間
接
消
費
税
の
性

質
上
よ
り
免

れ
得
な
い
所

で
あ

る
、
世
界
何
れ
の
國
に
於
て
も
、
筍
く
あ
間
接
税
の
存
す

る
限
り
北
鮮
を
生
す
る

も

や

も

も

し

も

も

も

か

ぬ

あ

も

も

う

ヘ

ヵ

も

を

も

や

も

も

ヘ

ロ

ゐ

サ

コ
リ

も

ロ

も

も

も

も

も

あ

も

も

の
で
あ
る
。
只
問
題
は
間
接
税
が
、
圭

`
し
て
富
者
階
級
の
負
推
す
る
直
接
税
ε
権
衡
を
保

っ
て
る
る
か
否

か
ご

も

う

う

し

し

も

ロ

い
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
若

し
間

接
税
が
直
接

税

に
比
し

て
多

い
ε
き
は
、
其

國

の
、税
制
は
、
食

者
階
級

を
税
す

る
こ

`
が
重
き
に
過
ぐ

る
も

の
ご
し
て
之
忽
批

難

せ
ね
ば
な

ら

諏
。

そ

こ
で
余
は

進
ん
で
雅
國

の
間

接
税
が
直
接
挽

に

射
し
て
如
何
な

る
比
例
を

保

つ
か
を
見

ね
催

な
ら

阻
。

今
之
を
明
治
四

〇
年

度
、
大
正

二
年
度
、
八
年
度
、
九
年

度
、

時

論

間
接
税
の
整
理
た
論
ず

第
十
四
巻

(第
五
號

一
〇
五
)

入
五
九

,



時

論

間
接
税
の
整
理
為
論
す

策
十
四
捨

(鯖
五
號
.
一
〇
穴
)

八
六
〇

の
決
算
及
び
大
正
十
年
度
、
大

正
十

一
年
度

の
豫
算

に
就

て
之
和
見
.る

に
左

の
如

し
。

(圓
単
位
)
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、
間

接

税
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酒

税

醤

油

税

石
油
浩
愛
税

砂
糖
消
費
税

織
物
漕
養
税

壷
藥
印
紙
税

軍
費
益
金

關

醗

骨

牌

税

=
、
直

接

税

(7)(6)〔5)(生)(3)(2)(1)

所

得
,
税

戦
時

利
得
税

地

租

瞥

業

税

鉱

業

税

r

費
藥
螢
業
税

相

続

税

関
謹

菱

盗

　
華

「喉

証
麩桑

八・喉

㎡
難

・一三・

七
(
、
四
〇
六
、
芒
三

置
、
四
七
四
、
六
九
一

塁

δ
ズ.

=
〔、
一ズ

、
号
西
.

一
九
、
=
四
£
2

一
、
七
〇
四
、
七
抽
一

二
菩

六
〇
ゼ
、
九
〇
二

五
〇
}
⊇
一層
、
[呂O
温

.

一
釦
て

可ヨ
〈

一
三
輿
、
八
九
四
、
咽
0
穴

二
七
、
】冗
一
、
〈
七
五

倉

、
磐

互
、
角
二
層

二
口
、
禺
く
三
、
ル
四
〇

二
、
一
七
三
、
ヨ
瓢
幽

三

四
δ

二
三

一
、
(
一三
、
島
西
七

　
湘
ユ
、
昌
一一三
、
カ
〈
≒

一
四
、
湘
六
三
、
九
〇
〇

一
、
穴
六
八
、
心
〇
一

一;
、
〇
凹
地
、
六
六
〇

一聖

突

四
、凶
聞
三

二

冒=
(
、
玉
門
　ハ

六
九
、
昌
湘
七
、四
二
忌

、
七
[昌
、
督
「二
、
己
ゼ
〈

一
〇
四
、
死
肉
.

一
四
四
、
五
藍
ハ
、六
毫

=
石
、
索
些
.「
〈
一一(

E
、
〈
湘
一
、
五
七
湘

一
、
一=
内
、
六
〇
二

黒

、
議

O
、
0
蟹

四
〇
、
二
四
、
「西

一

六
、
五
九
二
、
五
九
力

七
四
、
四
穴
唱
、
一
七
(

(
一
、
一
旦
娼
、
乱
四
九

呂
八
ル
、
】ヨ
凪

大

正

+
年
度

四
竃
、八
四二
、三
〇
一

胃E
、
五
ヵ
一
、
　西
く

七
四
、
・　三
五
、
丑
;

壱

、
　
窒

、
史
天

　
、
(
召

、
四
套

一=
　
嵩
、
六
く
層

菖
」
竃

一
、
晋
耳

一
六
矧
、
0
…四

、
(
七
茜

颪
、
六
五
く
、
四
　著
仙

,

九
堂
{
、
五
五
八

四
〇
、四
莞

、
究

六

四
一
、
考
試

、
春
先

七
、力
六
三
、
み
五
六

一
二
圏
、
ご
一四
、
甌
穴
閣

内
湘
、
四
一四
、
七
バ
カ

一
〇
二
、
凹
三
六

四
九
・　、五
星
、皇

亘
△
昌
、四
九
九
、
六
九
六

一
栢
一
、
二
冒ヒ
、
九
湘
一

E
「
(
ゼ
四
、
者
七
八

ぬ
督
「
ニ
カ
ロ

四
一
べ
会

、
0
砦

昌
昌
、
二
六
〇
、
(
(
邑

砥
、七
　=

、
六
〇
瓢

八
三
、湘
八
一
、
九
五
閏

督
「
.
穴
　死
、
ヨ
五
〕

二
垂
心
」
=
.四

四
〇
乱
四
一三
.沢
O
Q

一
如
冨『
力
一
西
、
0
(
六

一
茜

」

呂

、豊

　

七
尾
、
七
五
布

く
名
地
ノ

.

.四
四
、
一
言三
、
旦

(

[
0

(
こ

、
七
「二
A

一天
二
心
=
史

5
、
胃=
西
、
0
〈
一

一
九
一
、
五
七
七
、
(
.一P

三
内
、
九
三
三
、
(
一=

だ
「
£
四
九
、
西
(

{三

(
三
薯

、
五
四
四

髄
、九
(
内
、
二
五
二

暫
=
O
、
七
一
三

七
、
〇
三
八
、
五
六
一

.

「天
(
、
〇
四
湘
、0
聖

.

七
　一、
九
(
五
4
三
五

固
く
、
穴
苫

£

内
力

(
、
二
七
(
、
O
(
0

昌
(
一
、
;
「「

E
、
〇
三

、
　西
四

大
罫

ゼ簸

=「

一
(
(
、
(
　λ

、(
ゼ
三

五
、
容
天

、六
趣
昌

(
八
三
、力
一
E

四
　茜
、
O
(
眉
、
勲
九
二

四
=
、
杢

圓
、
商

圏

起
、
冒=
】一
、
四
(
昌

一
〇
一
、
三
「三
、
=

沁

七
四
、
d
(
三
」

里
内

三
〇
一
、
力
(
届

言
容

一、
八
四
天
、
八
八
七

二
〇
三
、
五
唱
(
「五
三
暗

唱
四
、
「
四
四
「0
圏
四

六
穴
、
(
黒
(
、
昌
O
颪

(
、
　西
=
も「(
発

話
〇
〈
べ

一
(

ゼ
』

E
(
、六
六
凪

馳

.



助

狩
猟
免
許
税

(=
一、
箇脳

」
過

税

(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

取
引

所
税

通

行

税

兌
換
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強
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発

鋸

挽

印

紙

税
.

印
紙

攻
入

蓋
δ
発

一石
、
穴
〇
七
、
五
〇
ハ

モ

一五
四
、
九
一兄

]一
、
薯

三
、
垂

O

昌
、
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〇
三
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一
力
、
=

一
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四
七
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(
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八
、
一西
三
、
悪
=

八
冒完

、
二
誓

究

.
三

(
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突
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息
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ゼ
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力
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四
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(
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六
E
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〈
垂
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五
三
、
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三
「
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六
七
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二
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七
翌
、
弓
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≡
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六
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一
二
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四
二
、
二
五
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カ
、
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一
、霊
肉
四

一
「
六
二
四
、
一
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ゼ
五
五
、三
四
E

六
R

=

(
、吾
=

距
、
苫

尺
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聞

一
七
.
署

乃
、八
く
三

九
八
、査
冒

冒=
五

一
〇
、
八
炉
内
、
E
五
く

艶
、
ニ
七
穴
、
】=
四

一
;
「、
超
(
H「

八
皿
二
、
0
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四

男

、
8

〈
、
=
四

試
.唱
童

、
醤

0

「三
、
省
ル
一
、
0
胃三

(註
)
明
治
四
十
年
度

葎
取
っ
た

の
に
、
日
露
戦
役
後
で
あ

ろ
が
矯
め
で
あ
り
、
大

正
二
年
度

奄
取

っ
九
の
に

、
世
界
人
職

の
前
で
め
る
が
爲
め
で
あ

`
り

、
大
正
八
年
度
を
取
っ
た
の
は
、
世
界
職
が
終
了
し
た
後
で
あ
る
か
ら
で
あ

ろ
。
大
正
九
年
度
十
年
度
十

一
年
度

な
取

つ
れ
の
に
、
最
近
の
状

況
々
見

る
が
爲
め
で
あ
み
。

ワ

む

　

右

の
表
の
中
、
印
紙

税
に
大
正
十
年
度
†

一
年
度

の
豫
算
な
除
く
外
に
税
印
押
捺
し
た
も
の
の
み
で
あ

っ
て
、
印
紙
貼
用

の
領
海
含
ま
な
い
、
叉

　

む

む

　

印
紙
攻
入
に
、
明
治
四
十
年
度
、
大
正
二
年
度
、
八
年
度
、
九
年
度
に
於
て
に
、
印
紙
税
中
印
緩
々
貼
用
し
た
も
の
郵
便
に
依
ろ
關
税
政
入
井
に

手
数
料
罰
金
科
料
為
含
ん
で
居
り
・
大
正
十
年
度
井
に
十
一
年
度
に
於
て
に
、
手
数
料
罰
金
科
料
等
の
み
で
税
な
含
み
て
る
な
い
。

右

の
表

に
依

っ
て
之
を
観

る
に
、
日
露

戦
役
後

よ

り
世
界

大
戦

の
前

に
至
る
迄

に
於
て
は
、
間

接
税

は
遙

に
直

接
税
を
凌

い
で

ゐ
π
、
大
正
八
年

度
,に
於

て
戦

時
利

得
税

が
非
常

税

ε
し

て
存

し
て
み
た

ご
き
に

は
、
直
接
税

が

間

接
税

よ
り
も
多

く
な

っ
て
ゐ
π

が
、
其

後

に
な

っ
て
は
叉
間
接

視
は
直

接
税

よ
り
も
多

く
な

っ
て
み
る
。
是

で

＼

時

論

間
搬
祝
の
整
理
々
論
ず

第
十
四
巻

(第
五
號

一
〇
七
)

八
六

一

■



時

論

間
接
種
の
整
理
な
論
ヂ

第
十
四
巻

(第
五
號

一
Q
入
)

入
六
二

以
て
我
国
の
税
制

に
於
て
は
、
貧
者
階
級
を
枕
す
る
こ
ε
が
重
き
に
過
ぎ
て
み
る
こ
ご
を
讃
し
得
ら
れ
る
の
で
め

る

。

む

む

　

　

む

む

む

む

　

む

む

む

　

む

む

り

む

む

む

コリ

む

む

第
二
の
敏
黙
は
、
我
国
の
間
接
税
が
逆
進
課
税
ε
な

っ
て
み
る
こ
ご
で
あ
る
。

我
国
の
間
接
税
が
、
圭
ε
し
て
貧
者
階
級
の
負
携

に
締
す

る
も

の
で
あ
る
こ
ε
は
前
述

べ
陀
る
通
り
で
あ
る
が

そ
れ
を
催
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
、
逆
進
課
税
な

っ
て
み
る
鐸
で
あ
る
。

一
艦
所
得
が
多
ぐ
な

る
に
從
ふ
て
税
額
を

増
ず
の
が
、
捲
税
力
に
臆
す
る
課
税
を
な
す
所
以
で
あ
る
、
そ
こ
に
比
例
税
ご
か
、
累
進
税
ε
か
云
ふ
挽
が
起

っ

て
來
る
。
然
る
に
我
間
接
税
制
度
は
、
貧
者
富
者
を

一
様
に
税
す

る
か
ら
、
所
得
の
多
く
な
る
に
從
ふ
て
税
額
を

多
く
す

る
ご
限
ら
障
。
否
貧
者
は
所
得
少
き
に
拘
ら
す
、
家
族
多
き
が
矯
め
に
、
間
接
税
を
負
措
す

る
こ
ε
が
多

く
な
る
の
で
あ

る
。
之
を
肚
會
階
級
の
よ
よ
う
見
れ
ば
、
貧
者
階
…級
は
明
に
所
得
が
比
較
的
少
き
に
拘
ら
す
殆

ん

ざ
間
接
税
を
負
撚
し
て
み
る
ざ
も
謂

へ
る
の
で
あ
る
。
暴
れ
間
接
税
が
逆
進
課
税
蓬
な
る
所
以
で
あ
る
。

間
接
税
が
逆
進
税

ε
な
る
の
は
何
れ
の
國
に
於
て
も
免
れ
難

い
こ
ご
で
あ
ら
う
が
、
課
税
方
法
宜
し
き
を
得
ば

、

多
少
其
弊
を
矯

め
る
こ
だ
が
出
来
る
。
そ
れ
は
外
で
も
無
い
、
消
費
品
に
等
級
を
附
し
、
貧
者
の
消
費
す

べ
き
物

む

む

む

に
輕

い
税
率
を
課
し
.
富
者
の
消
費
す

べ
き
物

に
重

い
税
率
を
課
す
る
の
方
法
を
探

る
の
で
あ
る
。
所
謂
準
累
進

む

ロ

課
税
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
.
蓋
し
富
者
階
級

ε
賛
者
階
級
ε
は
回
し
物
を
滑
費
す
る
ε
し
て
も
、
其
品
質
を
異

に

す

る
の
が
普
通
で
あ
る
、
換
言
せ
ぱ
、
富
者
階
級
は
多
く
品
質
の
良
き
物
を
消
費
し
、
貧
者
階
級
は
多
く
品
質

の

■



●

悪
し
き
物
を

清
費

す
る

の
で

あ
る
、
そ
こ
で
品
質

の
貫
く
な
る
に
從

ふ
て
挽
牽
を
高
く
す
れ
ば
、
富
者
階
級
に

重
く
祝
す
る
こ
ε
＼
な
る
の
で
あ
る
、
從
て
多
少
た
う
ε
も
間
接
税
の
逆
進
税
的
鉄
黙
を
矯

め
る
こ
ご
が
出
家
や

り

も

た

や

ゆ

カ

う

ミ

も

コ

へ

も

や

カ

ヤ

カ

カ

ぬ

コ

も

も

や

し

も

う
。
所
で
我
国
に
於
て
、
準
累
進
課
税
が
如
何
な
る
程
度
に
行
は
れ
て
る
る
か
を
見
る
に
、
僅
に
砂
糖
消
費
椀
、

煙
草
の
専
賀
慣
格
、
醤
油
税
、
酒
造
税
等

に
典
例
を
存
し
て
み
る
に
過
ぎ
ぬ
。

む

う

む

む

む

砂
糖
消
費
税
に
於

て
は
、
砂
糖
を
六
種
に
分
ち
、
其
品
質
の
悪
し
き
物
に
低
率
を
課
し
、
品
質

の
[畏
く
な
る
に

從

ふ
て
次
第
に
其
税
率
を
増
し
て
み
る
。
糖
蜜
に
就
て
も
亦
同
じ
導
法
で
品
質
の
如
何
に
依
っ
て
税
率
を
異
に
し

　

　

て

る
る
。
煙
草

の
専
費
慣
格

に
於

て
も
、
品
質

の
異

き
物

を
高
く
し
、
品
質

の
悪
し
き
物
を
低

く
し
て
み

る
。

　

む

む

醤
油
視

紅
於
て
は
、
自
家
用
醤
油
税
は
、
累
進
税
を
課

し
て
み
る
が
、
醤
油
造
石
税
は
形
ば
か
り
の
準
累
進
税

を
課
し
て
み
る
、
庭

で
醤
油
造
石
税
の
税
率
は
、
諸
味

に
於
て

一
石
萱
圓
七
拾
五
鋭
、
溜

に
於
て

一
石
章
圓
⊥
ハ
拾

五
銚
で
あ
る
か
ら
、

一
石
拾
銭
の
差

に
過
ぎ
ぬ
、,
そ
れ
で
あ
る
か
ら
未
だ
以
て
準
累
進
税
の
精
神
を
獲
揮
し
て
み

る
も
の
ご
胴
ふ
こ
ご
が
出
來
粗
。

じ

　

　

酒
造
税
に
至

っ
て
は
、
酒
精
分
二
十
三
度
以
下
の
濁
酒
に
は
、

「
石
に
付
参
拾
圓
を
、
酒
精
分
二
十
三
度
以
下

の
満
悟
白
酒
及
酒
精
分
三
十
度
以
下
の
味
淋
焼
酎
に
謝
し
て
は
、

一
石
に
付
参
拾
参
圓
を
課
し
、
酒
精
分
二
十
三

度
を
超
ゆ
る
清
酒
濁
酒
白
酒
、
酒
精
分
三
十
度
を
超
ゆ
る
味
淋
焼
酎
に
劃
し
て
は
酒
精
分
を
加
ふ
る
毎
に

　
定
の

税
額
を
加
ふ
る
こ
ご
ン
し
て
あ
る
。
慮
で
清
酒
濁
酒
で
實
際

に
二
十
度
以
上
の
酒
精
分
を
含
ん
で
み
る
も
の
は
無

時

論

尉
接
税
の
整
理
た
論
ず

第
十
四
巻

(第
五
號
.
一
〇
九
}

入
六
三

9



O

時

論
.

間
接

税
の
整
理
な
論
ず

第
†
四
燈

(第
五
號

】
一
〇
)

入
六
四

い
窪
い
ふ
こ
忌

め
る
か
ら
・
清
酒
も
濁
酒
も
各

;

の
枇
牽
を
有
す

る
に
過
蓋

こ
ま

な
る
。
只
大
正
七
年

の
税
.法
政
正
以
來
清
酒

ε
濁
酒
建

の
間

に
視
牽
の
差
等
を
認
.の
る
に
至

つ
泥
の
は
、
(
明
治
十
年
十
月
よ
り

三

十

一
年
末
日
迄
も
差
斑
課
税
で
あ
っ
た
)
準
累
進
税
に
.妄

を
進
め
た
も
の
こ
は
謂
ふ
こ
ご
が
出
来

る
、
併
し
乍
ち

未

だ
極

て
幼
.稚

で
あ

る
ε
評

せ
漁
ば
な
ら
沁
。

、

進

ん

で
他

の
消
費
挽
を
見

る
に
、
品
質

の
差

肌
明

に
存
す

る

に
拘

ら
ず
、
概

ね
同

一
.律

の
視
を
課
し

て
居

喝
。

織
物
消
費
税

の
如

き
は
、
其

好
例

で
あ

る
。
織

物
ε

い

へ
ば
、
木
綿
あ

り
、
絹

織
物
あ
b
、
毛
織
物
等

が
め

る
が
、

そ

れ
等

の
問

に
何
等

の
匠

別
を
設

け
な

い
で
、
從
償

一
割

の
税
を
課
す

る
の
で

あ
る
。

そ

こ
で
木
綿
を
着

る
償
者

も
絹
を
蒼

薯

も
同
率
の
撃

纂

す
る
こ
託

な
る
、
、足
れ
北
極
の
税
が
、
結
果
に
於
て
難

磐

な
・
所

以
で
あ

る
。

此
の
如
く
我
国
の
消
費
視

に
於
て
は
逆
進
税
の
色
彩
を
帯

ぶ
る
も
の
が
極
め
て
多

い
の
に
反
し
、
.鰭
累
進
税

ε

な

つ
τ
み
る
税
が
極
め
て
少

い
の
で
あ
る
・
從
て
逆
進
税

の
色
彩
を
淡
-
す
る
・
ε
が
出
来
な
い
の
.で
め
・
。

第
三
の
難

は
・
欝

鮮

撲
解

答

響

賢
愚

鐸

響

袈

,.・馨

が

。

我
国
の
間
耗

で
最
低
生
糞

に
喰
ひ
込
ん
で
み
る
も
の
は
、
所
謂
必
需
.親

で
あ
る
、
必
需
・親

は
既
に
述

べ
た
る
が
如
く
、
塾

專
費
、
醤
油
造
石
.枕
、
自
家
用
醤
納
税
、
石
油
消
費
税
等
で
あ
る
、
關
視
の
中
に
は
米

の
職

人
視
が
あ
る
ゆ

●



コ

ゆ鋪

が
生
活
絶
対
必
需
陀叩
で
あ
る
こ
ご
は
論
争

る
迄
も
無

い
、
專
壷
の
形
に
依

っ
て
之
に
税
す
乙
は
㍗
下
級
肚
會

の
絶
対
的
生
活
必
要
聾
を
奪
ふ
も
の
こ
謂

は
ね
ば
な
ら
諏
。
そ
こ
で
我
国
に
於
て
は
近
來
撞
の
専
費
に
於
て
は
利

益
セ
見
込
ま
源
こ
ご
＼
し
泥
、
軈
て
清
費
視
の
性
質
が
失
は
れ
て
来
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
今
日
に
於
て
は
、
撞

、

の
専
賞

が
最

低
生
活
費

犯
脅

か
す

ざ
い
ふ

こ
・ヒ
は
出

家
難

く
な

っ
た
。

・
9
.

む

む

む

醤
油
税
に
至
っ
て
賊
軍
最
低
生
活
費
に
喰
ひ
込

ん
で
み
る
凶
謂
は
ね
ば
な
ら
澱
。
我
国
に
於
て
は
、
醤
油
は
上

下
級
を
通
じ
て

一
般

に
消
費
せ
ら
れ
て
み
る
、
外
国
で
櫨
を
用

ふ
る
場
合
に
我
国
で
は
醤
油
を
用
ひ
る
の
で
あ
る
.

蓋
し
醤
油
の
中
に
は
睡
が
多
く
存
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
下
級
敵
會

に
於
て
も
.
漬
物

に
醤
油
を
用

ひ
、
料
理

に
醤
油
を
用
ひ
る
の
が
普
通
で
め
る
。
既
に
鰹
視
を
以
て
最
低
生
活
費

に
喰
ひ
込
む
ε
せ
ば
.
醤
油
視
も
最
低
生

活
費
を
侵
す
も
の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

喬

馨

秘
も
亦
同
様
に
論
ず

お
こ
ε
が
出
來
る
・
苦
し
・
文
化
の
開
け
ざ
る
ξ

に
當
り
て
は
・
夜
中
燈
火

を
黙
ぜ
な
く
ε
も
よ
か
つ
セ
で
あ
ら
う
が
、
今
日
の
文
化
國
に
於
て
は
、
夜
中
に
燈
火
を
黙
す

る
こ
ご
は
絶
対
に
　

必
要
で
あ
る
、
從
て
其
燈
火
に
視
せ
ん
ε
す
る
石
油
清
費
税
は
最
低
生
活
費

に
喰
ひ
入
る
も
の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら

発
む

む

り
　

む

む

.

織
物

消
費

税

の
中

に
於

て
木
綿
織
物

に
封
ず

る
枕
は
亦
最
低
生
活

費

に
鰯

れ

て
る
る
、
人

が
生
く
る
が
矯

め
に

は
▼
一網
や
一毛
織
物

は
無
C

蓬
も
、
少
く

ε
も
身

を
掩
ふ

に
足

る

べ
き
木

綿

の
着
物

を
得

ね
ば
な
ら

ぬ

か
ら

で
あ

る
ゆ

畦

髄

騒
接
秘
の
整
理
々
識
す

第
十
四
巻

(第
五
號
.
「
一
一)

入
六
五

・

、

●



・

炉

時

論

間
接
税
の
整
馨

論
す

ヒ

第
+
四
巻

(第
五
號

=

二
)

入
六
六

以
上
述
ぶ
る
所
に
依

っ
て
之
を
視
れ
ば
、
我
國
の
間
接
税
の
中
に
は
最
低
生
活
費
惚
侵
す
も
の
が
案
外
多

い
ご

謂
は
れ
ば
な
ら
訟
。

語

の
農

は
・
欝

鮮

雛

吋
詳

霧

謄
び
馨

輝

藩

婁

難

事

鐸

誓

・馨

が
が
。

、凡
そ
同

一
の
目
的

に
消
費

せ
ら
れ
る
物
件
は
、
同
様
に
租
税
客
禮
ご
し
て
之
に
梳
せ
ね
ば
な
ら
楓
、
.共

一
を
取

.

つ
て
税
し
、
其
二
を
捨
て
＼
税
せ
な
け
れ
ば
、
實

に
普
遍
の
原
則
に
戻

る
の
み
な
ら
す
、
其
課
税
せ
ら
る
Σ
物
件

の
生
産
消
費
を
抑
堅
し
、
其
課
税
せ
ら
れ
ざ
る
物
件
で
而
も
代
用
品
ε
な
る
物
の
生
産
消
費
を
奨
.倒
す
る
こ
ε
ン

な
b
、
纒
濟
的
原
則
に
も
反
す
る
こ
ε
N
な
る
。
故
に
租
税
客
艦
の
選
澤

に
於
て
権
衡
を
得
て
み
な

い
の
は
間
接

税
の
人
な
る
鉄
黙
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
の
。

.

此

の
如
き
訣
難
は
、
我
國
の
間
接
税
中
、
石
油
消
費
税
、
賞
藥
印
紙
税
、
酒
祝
、
砂
糖
消
費
税
、
織
物
消
費
税

等
に
於
て
遺
憾
な
く
獲
挿

せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

疋
辮
濯
劉
稠
は
、
石
油
を
燈
火
用
ε
し
て
消
費
す

る
も
の
を
視
せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
於
て
燈
火
,

㊨
肘
を
爲
す
も
の
は
・
石
油
に
限

っ
て
み
な

い
、
瓦
斯
が
め
り
、
電
燈
が
あ
る
。
石
油
に
税
す

る
か
ら
に
は
、
瓦

斯
に
も
電
燈
に
も
視
せ
ね
ば
な
ら
兎
筈
で
あ
る
。
然
る
に
.我
国
に
て
は
、
石
油
に
税
し
て
、
瓦
斯

に
も
電
燈
に
も

税
し
て
み
な

い
刃
足
れ
既

に
普
遍
の
原
則
に
反
し
て
み
る
。加
之
、
石
油
は
資
力
乏
し
き
農
民
が
田
舎
に
於
て
燈
火

用

ご
な
す

に
過
ぎ
濾
、
之
に
反
し
て
琵
斯
や
電
燈
は
、
比
較
的
資
力

に
富
ん
で
み
る
都
人
士
が
之
を
消
費
し
て
ゐ

9



る
の
で
あ

る
。
同
じ

く
燈

火
用

の
溝
費

物

で
あ
る
の

に
資

力

に
乏

し
き
者

が
清
費
す

る
の
を
税

し
、
比
較
的
資
力

に
富

ん

で
み
る
者

が
滑
費

す

る
の
を
視

せ

ぬ
は
、
正

し
く
慮
分
擢

椀

の
原

則
に
廃

る
も

の
ε
謂

は
ね
ば
な
ら

諏
。

む

む

　

　

む

喪
藥
印
紙
視
も
亦
石
油
消
費
税

さ
同
様

に
論
ず
る
こ
ε
が
出
來

る
。
萱
藥
は
多
く
貧
民

の
求
む
る
所

の
も
の
で

あ

る
。
所
で
比
較
的
富
め
る
人
は
、
萱
藥
に
依

っ
て
病
を
治
む
る
こ
ε
を
な
さ
隙
、
概
ね
讐
師
に
就
き
、
藥
剤
師

に
就
き
藥
を
求

め
る
の
で
め
る
。
撚
り
而
し
て
我
図
法
に
於
て
は
、
費
藥

に
は
印
紙
を
貼
用
せ
し
め
て
滑
費
椀
を

徴
牧
し
て
み
る
が
、
讐
師
や
藥
剛
節
の
調
合
す
る
藥
剤
に
謝
し
て
は
、
何
等
の
清
費
税
を
課
ゼ
な
い
。
是
れ
亦
明

に
普
遍
の
原
則
に
戻
り
、
慮
分
澹
税
の
原
則
に
戻
る
も
の
で
あ

っ
て
、
権
衡
を
失
す

る
の
甚
し
き
も
の
で
あ
る
。

　

む

酒
税
は
、
清
酒
濁
酒
白
酒
味
淋
、
焼
酎
に
祝
す
る
の
み
な
ら
ず
、
霙
酒
、
其
他
酒
精
及
酒
精
含
有
飲
料
に
も
税

し
て
み
る
か
ら
、
何
等
権
衡
を
失
し
て
み
な

い
様
で
あ
る
が
、
今
日
に
於
て
は
、
酒
類
の
代
り
に
清
涼
飲
料
を
用

ふ
る
者
が
少
く
な

い
。
故
に
清
涼
飲
料
は
酒
類
の
代
用
を
し
て
み
る
ご
も
謂

へ
る
。
然
る
に
我
国
に
て
は
酒
類
の

み
に
税
し
て
、
清
涼
飲
料
に
挽
し
て
み
な
い
。
暴
れ
亦
明
に
権
衡
を
得
て
み
な
い
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
6
.
.

む

む

　　

む

ロ

砂
糖

消
費
枕
は
、
各
種

の
砂

糖
や
精
密
や
糖
水

に

税
し

て
み
る
か
ら

、
可

な
り
普

遍
的

に
課

税
し
て

み
る
ε
も

炉

へ
る
が
、
是
等

の
清
費

品

の
外

に
、
砂
糖

の
代
用

を
爲
す

も

の
が
あ

る
、
飴

の
如

き
は
帥

ち
そ
れ
で
あ

る
。
然

る

に
我

国

の
視
法

に
於

て
は
、
砂

糖

に
祝
す

る
こ
ε

を
知

っ
て
、
飴

に
祝
す

る

こ
ε
を
知

ら

源
。
是

れ
亦
権

衡
を

得
な

い
も

の
で

め
る
。

時

論

間
接
税
の
整
理
な
論
ず

第
+
四
巻

(第
五
號

=

三
)

八
大
七

.



時

論

間
接
税

の
整
理
た
論
ず

、

第
十
四
巻

(第
五
號

一
「
四

》

八
六
入

　

　

む

む

　

織
物
消
費

税
は
、
各
種

の
織
物
を
税

し
て
み

る
、

一
見
遺
漏

が
な

い
様

で
あ

る
が
、
世

の
中

に
は
織

つ
陀
物

で

な

く
し

て
、
而
も
織
物

ε
同
じ
効
用

を
な
す

物

が
め

る
、
編

み
物
組
み
物

フ

エ
ル
ト
の
如

き
は
即

ち

そ

れ

で
あ

る
。

我
国
法

に
て
は
、
織
物

に
税
し
て
、

フ

エ
ル
ト

や
莫

大
小

に
税

し
て
み
な

い
。
是
れ
不
罹
衡

論
の
起

る
所

以

で
あ

る
。

之
を

要
す

る
に
、
我
國

の
間
接
税
中

に
は
、
租
税

全
膿

の
選
澤

に
於

て
権
衡

を
得
な

い
も

の
が
多

く
あ
り
、
爲

め
に
間
接
税

制
度
が
人

な
る
峡

黙
を
持

つ
こ
ε
に
な

っ
て
み
る

の
で
あ

る
。

以
上
述

ぶ
る
所

に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば

、
我
国

の
間

接

挽
は

、
第

一
に
、
主

ε
し
て
貧
者

の
負
推

す

る
所
ぜ

な

っ
て
み

る
詐

り
で
な

く
、
第

二
に
所

得

が
少

け
れ
ば

少

い
程
多

く
税
せ
ら

れ

る
こ
ε
も
あ

っ
て
、
所

謂
逆
進

税

の

色
彩
を
帯

び
て
み

る
。
第
三

に
、
最
低

生
活
費

を
侵

し
て
、
貧

民

の
生
活
を
脅

か
し
、
第

四

に
、
同

一
の
効

用
を

駕
す
物

に
謝

し

て
普

遍
的
課
税

を
な
さ
す

、
大

に
権

衡

を
失

し
て

み
る
。

是
が
故
に
我
国
[の
間
接

税
は
租

税
正
義

の
原

則

に
反

し
又
経

済
的

原
則
に
も
戻

る
も

の
で
あ

る
ξ
謂

は
ね
ば

な
ら

の
、
學
音

域
は
我
国

の
間

接
椀
制

度
を

評
し
て
案
外
良

い
制
度

で
あ
る

ε
謳
歌
す

る
も
の
が
み

る
け

れ
こ

も
、
余

は
之

に
賛

同
す

る
こ
ご
が
出

来
の
。

・

我
國

の
間
接

税
に
鉄
黙

あ

る
こ
ε
、
此

の
如

し

ε

せ
ば

、
之
を
改

正

し
て
、
可
成
共
鉄

黙

の
少

い
様

に
せ
ね
ば

な
畠

。
勿
論
間
接
税
に
固
有
で
あ
る
難

は
間
接
税
の
存
す
る
限
り
之
を
除
き
去

慰

・
ξ
が
出
楽
な
い
で
害

う
が
、
其
鉄
黙
を
小
な
る
も
の
に
す
る
こ
ε
は
出
家
な
い
で
無

い
。
暴
れ
我
国
間
接
税
制
度
の
整
理
の
必
要
な
る

,



6

所

以
で
め

る
。

■

第

四

「間

接

税

整

理

案

我
国

の
間

接
税

は
前
段

に
述

べ
た

な
が
如

き
敏
黙

が

め
る
か
ら

、
之
を
整

理

せ
ね
ば
な
ら

漁
。
財
政

経
済

調
査

會

の
小
委
員
會

は
整

理
案

を
作

っ
て
み

る
様

で

あ
・
る
。
間
接

税

の
整

理
案
は
直
接
税

の
そ
れ

ざ
異

り
、

そ
れ
が
洩

れ

る

ご
一
嘗
業
者

の
運
動

を
惹
起
す

る
虞

が
あ

る
の

で
、
絶
盟

に
秘
密

に
附

せ
ら
れ

て
み
る
ε

い
ふ
の

で
あ
る
。

そ
れ

に
も
拘
ら
す

、
昨
年

†

二
月
頃

の
新
聞
紙

上
に

は
、
既

に
其
内
容

が
報

道

せ
ら

れ
て
め

つ
陀
。
余

は
真
夏
備

を

詳

に
せ
な

い
け

れ
こ
も

、
姑

ら
く
新
紙

に
簿

は

っ
て

み
る
も

の
を
財

政
経
済
調
査
會

小
委
員
會

の
整

理
案

ε
し

て
之
を
論
評

し
て
見

た

い
ε
思

ふ
。

以
下
整

理
案

ξ

い
ふ
は
財

政
経
済
調
査
會

小
委

員
會

の
整
理
案
を
指
す
。

整

理
案

に
依

る
ε
、
現
行
間
接
税
法

の
中

で
廣
止

せ
ん
ε
す

る
も

の

こ
、
部

分
的

改
正
を
な

さ
ん
ご
す

る
も

の

こ
、
新

設

せ

ん
ピ
す

る
も

の
ε
、
.現
歌

維
持

の
も

の

ξ
が
み

る
。

正
慶
止
ぜ
ん
ε
す
み
税

,

腰
上
ぜ
ん
ご
す
る
税
に
、
.石
油
消
費
税
ご
貸
藥
印
紙
税
で
あ
ろ
。
新
聞
紙
に
依
る
ミ
石
油
消
費
税
の
み
遣
し
て
、
費
藥
印
紙
税
に
鰯
れ
な
い
の
も

あ
ろ
。
姑
く
野
々
存
し
て
置
く
。

2
殴
㎝正
ぜ
ん
ご
す
る
緯
脚

』

(
う
の
　
コ

イ
醤
油
税
に
造
石
査
定
法
な
ご
微
細
な
る
部
分
に
改
正
た
加
へ
税
率
に
は
饗
更
が
無
い
。

(
時

.論

間
接
稔
の
整
理
な
論
ず

第
†
四
巻

(第
五
號

一
　
五
)

、入
六
九

●



,

■

r

時

論

間
接

税
の
整

理
な
論
ず

第
+
四
巻

(第
五
號

=

六
)

入
七
〇

ラ
リ
む
む
む
む
む

ロ
自
家
用
醤
油
税
は
、
現
行
法

に
於
て
は
、

一
石
乃
至
玉
石
迄

な
四
級

に
分
ち
、
五
拾
銭
乃
至
四
圓

の
税
率
な
課
す
ろ
こ
ε
に
な

っ
て
ゐ

う
が

、

(
整
理
案

に
於
て
に

・
造
石
最
高
限
々
二
石
こ
し
晩
率
を
壷
圓
均

一
ご
し
、
結
果

に
於
て
婚
娩
ぜ
ん
ピ
す

ろ
の
で
あ
る
。

.

ラ
ロ
サ
　
　
ロ

バ
織
物
消
覆
税
は
・
現
行
法

に
於
て

一
律

の
観
牽
な
課
し
て
ゐ
う
か
.
整
理
案

に
於

て
は
、
之
尋
絹
織
物
、
綿
織

物
、
絹
綿
交
織

に
匪
別
し
、
絹

(
織

物
ば
滑
脱
、
綿
織

物
ば
減
税
、
絹
綿
交
織
ば
そ
の
中
間

ご
し
、
税
率
な
鍛
種

に
分
た
ん
ミ
す
み
の
で
あ

み
。

ラ

　
　
　
　

二
砂
糖
消
費

税
は
、
現
行
法

ド
於
け
る
色
相
課
税

に
關

し
非
難

の
あ
る
貼
に
考
慮

し
て
、
第

}
種
砂
糖
中
、
樽
入
黒
糖
及
白
下
糖
な
.-こ
の
税
率
為

引
下
げ
ん
ピ
す
る
の
で
あ

る
。

ラ
リ
ワ
つ

ポ
印
紙
税
に
、
現
行
法

に
於

て
課
税
物
件

の
種
類
が
複
雑

に
な

っ
て
み

ろ
の
か
、
整
理
統

一
す
ろ
意
味
で
改

正
ぜ
ん
ご
す
る
の
で
め

ゐ
。

(
う

し

3
新
設
ぜ
ん

ε
す
ろ
醗

(
ラ
　
　
ゆ
　
　
む
む
む
り

イ
莫
大
小
.及

フ
エ
ル
ト
税

、
新

に
織
物
消
費
税

の

一
種
こ
し
て
加

へ
ん
ξ
す
ろ
の
で
あ

ろ
。

汽
:
ロ
飴
税
、
砂
糖
消
費
税

の

一
脱
ぐ」
し
て
、
真
中
に
挿

入
ぜ
ん
ご
す
る
の
で
め
る
。

ハ
清

涼
飲
料
税
・
此
税
に
關

し
て
ば
新
紙
の
傳

ふ
る
所

一
つ
で
な
い
、
或
11
反
射
説
が
あ

っ
た
矯
め
沙
汰
巳

か
こ
な

っ
た
ε
い
ふ
が
め
り

、
或
ば

(
ラ

ム
ネ
及
銃
柑
水

の
如
き
下
級
品
を
除
き
、
他
に
課
税
で
8
こ
こ
瓦
な

っ
た
こ
傳
ふ
る
が
あ
る
。

副
佃
経
町叩
聴

化
粧
品

の
消
農
が
漸
次
多
く
な
る
に
鑑
み
、
新

に
之
に
税
ぜ
ん
ξ
す
る
の
で
め

ろ
臥

ー
ー
盛
現
状
維
持

の
税

(
ラ

ラ

ラ

ラ

コ

イ
醤
油
造
石
税

・
酒
造
税

ハ
饗
酒
税

二
酒
精
及
酒
精
會
有
飲
料
税

ホ
骨
牌
税

(

(

(

(

(

此

の

如

く

整

理

案

に
依

っ

て

整

理

せ

ん

ざ

す

る
所

は

、

頗

る

多

岐

に

亘

っ

で

る

る

賊.

整

理

案

は

大

膣

に

於

て

現

行

制

度

の

鉄

黙

を

補

ふ

こ

ぜ

に

努

め

て

み

る

、

故

に
整

理

案

は

、

現

行

法

よ

り

も

遙

に

進

ん

で

居

る

こ

ご

は

争

は

れ

な

い

、

併

し

乍

ら

整

理

案

が

現

行

制

度

の
総

て

の

鉄

黙

を

矯

め

得

る

か

ご

い

ふ

に

、

そ

れ

は

勿

論

さ

う

行

か

塾



「

,

繊
。
整

理
案

の
中

に
は
、
名
案

も
あ
る
け
れ
ざ
も
、

徹
底

的
に
な

っ
て
み
な

い
所

が
多

い
.、

案

の
各

項

に
亘
り

て
、
之
を
批

評

し

つ
》
卑
見

を
述

べ
て
見
や

う
。

そ
こ
で
余
は
此
整
理

第

五

卑

見

.

整
理
案
を
批
評
し
乍
ら
卑
見
を
述
ぶ
る
に
當

っ
て
余
は
必
需
品
視
、
準
必
需
品
視
、
嗜
好
品
税
、
其
他
の
挽
の

四
に
分
ち
順
次
に
吟
味
し
て
見
π
い
。

り

の

ゆ

　

」

一

必
需
品

視

に
就
て

は
石
油
消
嚢

税
、
醤

油
税

、

の
二
挽
を
論
ず

る
こ

ξ
N
す

る
。

　

む

　

　

む

石
油
消
費

税

に
就

て
見

る
に
-
整
理
集

は
之
を
磨

せ
ん

ピ
し
て

み
る
、
余

は
之

に
賛
成

し
や
う

ざ
思

ふ
。

石
油

消
費

税

が
最
低
生
活
費

に
喰

ひ
込

む
こ
ε
や
、
死
期

や
電
燈

に
枕

せ
ら

れ
な

い
の

ε
野
照

し
て
不
権
衡

の
負

櫓

ε

な
る

こ
ε
等
を
合
せ
考

へ
る
ご
、
塵
止

せ
ら
れ
ね
ば

な
ら

鳳

こ
ご
は
、
殆

ん
ご
異
論

を
挿

む
鹸
地

が
無

い
。

そ
れ
邑

に
掲

て

》
加

へ
て
、

石
油
消
費

視

の
牧
入

は
、
年

々
歳

々
減
じ

て
來

っ
》
め

る
、
大
正
十

一
年
度

の
豫
算

に
は
、

僅

に
入
十
八
万
余
圓

を
計
上
し

て
み
る
に
過

ぎ

諏
。

思

ふ
に
電
燈

の
普

及
す

る
に
随

ふ
て
、
石
油
消
費
税

の
牧
入

は
自

然

に
減

少

し
て
凍

る
で
め
ら
う
、
之
を
存

し
て
置

い
て
も

自
然
消
滅

に
近

い
て
来

る
か
も
知

れ
澱
。

さ
れ
ば

之
を
塵
す

る
に
於
て
、
財
政
上

の
打
撃

は
無

い
ご
謂

っ
て
可

い
。

足
れ
亦
石
油
消
費

視
の
産

せ
ら
れ
ね
ば
な

ら

阻

所

以
で
め

る
、

時

論

間
接
税
の
整
理
心
論
で

第
+
四
巻

(第
五
號

【
一
七
)

八
七
一

`



、

■

時

論
.

間
接
醗
の
整
理
為
論
す

第
+
四
巻

(第
五
號

=

入
)

入
七
二

む

む

む

次
に
醤
油
視
に
就
て
は
、
整
理
案
は
造
石
税
を
現
状
維
持
ε
し
、、
自
家
用
醤
油
税
を
改
正
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ

る
。
自
家
用
醤
油
椀
の
改
正
は
二
方
面
に
於
て
之
を
行
は
ん
ε
し
て
み
る
、
即
ち
其

一
は
自
家
用
醤
油
製
造
の
限

度
を
低
め
る
こ
ε
で
、
、其

二
は
視
牽
を

一
圓
均
等
こ
す
る
こ
ε
で
あ
る
、
蓋̀
し

一
人
が

　
年
に
於
て
醤

油
を
消
費

す
る
雫
均
量

か
ら
計
算
す

る
ご
、
自
家
用
醤
油
視
の
最
高
限
た
る
玉
石
を

一
年

に
消
費
す

る
者
は
十
敬
人
の
大
家

族
を
擁
す

る
者

に
外
な
ら
訟
、
斯
の
如
き
大
家
族
を
養
ひ
得

る
も
の
は
、
少
く
ε
も
中
産
階
級
に
屠
す

る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
阻
。

一
盛
自
家
用
醤
油
視

は

普
通
の
醤
油
挽
よ
b
も
軽

い
視
が
課

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

從

っ

て
、
細
長
階
級
に
馬
す
る
も
の
に
適
用
せ
ら
れ
る
も

の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら

澱
、
然
る
に
五
石
の
醤
油
を
消
費
す

る

者
は
中
産
階
級
に
験
す
る
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
特
別
に
之
を
保
護
す

る
必
要
が
無

い
、
整
理
案
が
自
家
用
醤
油
製

造

の
限
度
を
二
石
以
下
に
低
め
ん
ξ
す

る
も
亦
理
由
が
あ
る
ε
謂
は
ね
ば
な
ら

の
。
又
自
家
用
醤
油
視
の
税
率
は

從
來
、

　
石
未
満
五
十
銭
二
五
未
満

一
圓
ご
な

っ
て
み
る
、
自
家
用
醤
油
製
造
の
限
度
を
三
石
こ
す
れ
ば
、
五
十

.

鏡
ε

一
圓

こ
の
二
級
ε
な
を
が
、
そ
の
五
十
鏡
又
は

一
圓
を
二
期

に
分
納
せ
し
む
る
は
、
徒
ら
に
手
数
を
増
す

の

み
で
あ

っ
て
、
最
低
微
視
費
の
原
則
に
も
適
は
な
い
。
整
理
案
が
之
を

}
圓
均

「
ε
し
て
徴
税
を
便

に
せ
ん
ε
す

る
は
、
寧

ろ
最
低
徴
税
費
の
原
則
に
適
ふ
所
以
で
あ
る
。

ざ
れ
ば
整
理
案
の
此
改
正
も
亦
當
を
得
た
も
の
ご
謂
ふ

こ
ε
が
出
来
る
、

.
比
論
は
、
醤
油
造

石
税
丼
に
自
家
用
醤
油
税
を
穿

る
が
可

い
こ
い
ふ
こ
ご
を
前
提
嫁
し
て
み
る
。
庭
が
真
前

'

亀



提
が
あ
や
し
い
の
で
あ
る
。

】
膿
自
家
用
醤
油
は
農
鼠
が
自
己
の
牧
模

し
た
る
豆
や
姿
を
原
料
`
し
て
製
遣
す

る

も
の
で
あ
る
Q
そ
れ
に
饗
し
て
軽

い
挽
を
課
す

る
の
は
、細
民
を
保
護
す

る
の
趣
旨
に
外
な
ら
諏
。
所
で
、
市
街
地

に

住
す

る
細
民
に
至
っ
て
は
、
豆
や
萎
を
自
ら
牧
穫

せ
な
い
の
み
な
ら
す
之
を
買
入
れ
る
資
力
を
有
せ
な
い
か
ら
自

家
用
醤
油
を
製
造
す
る
由
も
な
い
、
獲

て
高

い
挽
率
を
課
せ
ら
れ
湿
る
普
通
の
醤
油
を
買
は
ね
ば
な
ら

弧
。
吐
く

し
て
田
舎
に
於
け
る
細
長

ε
都
會
に
於
け
る
細
民

ε
の
間

に
負
按
の
権
衡
を
得
な

い
こ
ご
が
起

っ
て
來

る
。
此
不

権
衡
を
矯

め
や
う

ご
す
れ
ば
、
寧
ろ
自
家
用
醤
油
税
を
磨
す

る
に
如
く
は
無

い
。更

に

一
歩
を
進
め
て
考

ふ
れ
ば
、

醤
油
挽
は
総

て
之
を
膳
止
す
る
の
が
穂
當
で
め
る
、
何
故

か
ε
い
ふ
に
、
醤
油
は
我
国
民

に
取
り
、
日

々
の
生
活

に
鉄
が
す

ご
ξ
の
出
來
な

い
も
の
で
あ

っ
て
、之
に
枕
す

る
は
最
低
生
活
費
を
侵
す

こ
ご
に
な
る
が
故
で
あ
る
。
荷

く
も
最
低
生
活
費

に
は
税
を
課
す

べ
き
で
な

い
こ
す

る
以
上
は
、
最
低
生
活
費
を
侵
す
視
は
之
を
屡
止

せ
ね
ば
な

ら
澱
。
比
熱

に
於

て
醤
油
挽
は
石
油
消
費
税
ε
全
く
同

　
様
の
範
躊

に
這
入

っ
て
張
る
。
さ
れ
ば
石
淋
浴
費
税
を

塵
止
せ
ん
ご
す

る
看
は
、
同
時

に
醤
油
枇
を
廃
止
す
る
に
吝
で
あ

っ
て
は
な
ら
隠
。
整
理
業
ば
石
油
消
費
税
を
塵

す

る
こ
ε
を
知

っ
て
居
り
乍
ら
、
醤
油
税
の
塵
止
は
興
り
知
ら
な
い
標
で
あ
る
、
不
徹
底

の
甚

し
き
も
の
で
は
無

い
か
。
或
は
石
油
消
費
税
は
其
牧
人
が
少
い
の
に
反
し
、
醤
油
税
は
年

寿
五
百
餓
萬
圓
の
牧
人
を
齎
ら
す
が
矯
め

に
之
を
割
愛
す
る
こ
ε
が
出
家
漁
ε
い
ふ
の
か
も
知
れ
ぬ
.、
若
し
財
政
上
の
理
由
に
依

っ
て
、
醤
油
税
を
其
儘
に

維
持
し
や
う
こ
い
ふ
の
な
ら
ば
、
勿
論
萱
藥
印
紙
税
を
廃
止
す
る
こ
ご
も
出
家
ま
い
、
資
藥
印
紙
税
は
醤
油
税
よ

時

論

間
接
税
の
整
理
為
論
す

第
十
四
巻

戸第
五
號

一
　
九
)

八
七
三

■



壽

論

間
接
税
の
整
理
を
論
ず

第
†
四
巻

(第
五
號
.
一
二
Q
)

入
七
四

り
も
多
く

の
牧
入
を

国
庫

に
致
す

か
ら

で
あ

る
、
是

に
至

っ
て
、
整

理
案

は
最
低
生

活
費

を
免

税
す

る
ε

い
ふ
趣

旨

よ
b
見

て
、
中

途
孚
端

の
も

の
で
あ

る
ε
評

せ
ね

ば
な
ら

諏
。

り

　

　

　

　

二

準
必
需
品
税
ε
し
て
は
、
費
藥

印
紙
税
、
織
物
消
費
税
、
砂
糖
消
費
税
を
考
察
す

る
こ
ご
》
す

る
。

む

む

む

む

　

萱
藥
印
紙
税

に
就

て
は
、
整

理
案
は

之
を
慶

せ
ん

ε
す

る
の

か
、
廉

せ
ざ
ら

ん
ε
す

る
の
か
、
報

道
歴

々
で
、

確

な
所

ぽ
剣
ら
な

い
。
併

し
乍

ら
負
援

の
権
衡

ε
い

ふ
見
地

に
立

っ
て
考

ふ

れ
ば
」
買
薬
印
紙
税
は

、
石
油
消
費
税

ξ
同

じ
く
、

之
を
腰
す

べ
き
で

あ

る
。

只
費

藥
は

、

石
油

の
如

く
文
化
生
活

に
於

て
必
ず
無

く
て
は
な
ら

阻
も

の

ご
見

る

べ
き

か
否

か
窪

い
ふ
こ
ご
が
問
題

で
あ
る
。

勿
論
頁
藥

の
中

に
は
、
何
等
病

を
治
す

る
効

の
な

い
の
も
あ

ら
も
、

叉
多

少

キ

・
目
が

あ

っ
て
も
、
輩
に
精

神

の
爽
活

を
畳

え
し
む

る
に
止
ま

る
も
の
も
あ
ら
う
。
此

の
如

き

萱
藥

は
、
必
ず

し
も
生
活

必
需
品

ε

い
ふ

こ
蓬
が
出

家

ぬ
。
さ

れ
ご
も

田
舎

に
於

て
別
に
讐
師

の
近

く

に
住

ま

っ

て
み
る

の
も
な
(
、
費
藥

に
依

っ
で
時

々
の
輕

い
病

を
治

す

ご
せ
ば
、
費
藥

は
相
動
的
最
低
生
活
費

を
形
く

る
も

の
`

い

っ
て
可

い
。

是

に
於
て
費
藥

印
紙
税
を
廃
止

す

る
ご

い
ふ

こ
ε
が
相
當
な

る
論
櫨

を
持

つ
こ
ε
に
な
る
。

若

し
世

の
進

歩
す

る
に
從

ふ
て
賞
藥

が
人
生

々
活

に
必
要

な
も
の

で
な

い
こ
ε

に
な
れ
ば
、
費
藥

印
紙

税
は
、
最

低
生
活
費

に
祝
す

る
も

の
で
な
く

な

る
か
ら
、
必
ず

し
も
磨

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
も

の
ε

い
ひ
得
ら

れ
ね
が
、
斯
う
な

る
ズ」
、

少
く

こ
も
讐
師
や
藥
剤
師

の
投
ず

る
樂

に
も

税

せ
ね
ば
な
ら

漁

こ
ご
＼
な
ら
う
。
所

で
醤

師
や
藥
劃
師

の

投
ず

る
藥

に
謝
し
て
は
技
術
上
課

税
す

る
こ
ε
が
出

家
漁

ξ
い
は

ゴ
負
据

の
均

衡
を
圖

る
爲

め
に
、
費

藥
印
紙
税



竃

を
も

贋
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

所

で
萱
藥

印
紙

税
は
、
現
在

に
於
て
年

々
六
七

百

萬
圓

の
吸

入
を
生

み

つ
}
あ

る
、
若

し
牧

人
の
缺

陥
を
埋

め
「

る

こ
ε
が
出

来

阻
ξ

い
ふ
理
由

を
以

て
、
之
を
維
持

せ
ん

ε
す

る
な
ご

は
、
そ
は

一
特
約

の
権
官

に
外

な
ら

源
、

コ

リ

理
想

は
依
然

ε
し

て
磨
枕
す

る

こ
ε
に
存

せ
ね
ば
な
ら

戯
。
.

.

　

　

　

　

　

織
物
消
費
税
は
相
対
的
必
需
品
挽
を
形
る
も
の
で
あ
る
。
獲
て
前
に
遽

べ
た
必
需
品
免
税
論
が
馬
或

る
程
度
に

於
て
是
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
織
物
消
費
税
中

の
木
綿
織
物
税
は
之
を
発
す
る
ご
い
ふ
論
が
成
り
立

つ
の

で
あ
る
。
蓋
し
木
綿
織
物
は
最
低
生
活
費
を
形
く
る
も
の
で
あ

っ
て
、
之
に
祝
す

れ
ば
最
低
生
活
型
を
侵
す
こ
ご

～
な
る
か
ら

で
あ
る
。
木
綿
織
物
税
を
発
す

る
こ
い
ふ
論
は
、
絹
物
や
毛
織
物
や
、
交
織
物
等
を
冤
祝
す
る
の
理

由

ε
な
ら

阻
、
否
絹
物
や
毛
織
物
は
、
奢
侈
品
ε
見

る
こ
ε
が
出
来
る
、
之

に
射

し
て
は
寧

ろ
重
い
挽
を
課
す
る

が
租
税
正
義

に
適

ふ
の
で
あ
る
。

整
理
案
は
右
述

ぶ
る
が
如
き
理
想
論
に
走
て
る
な
い
、
織
物
消
費
税

を
四

つ
に
分
ち
、
綿
織
物
視
、
絹
織
物
挽

絹
綿
交
織
物
税
、
莫
大
小
フ
エ
ル
ト
税
ε
な
し
、
絹
織
物
税
を
高
く
し
、
木
綿
織
物
税
を
低
う

せ
ん
ε
す
る
の
で

め
る
。
そ
こ
で
織
物
消
費
税
に
は
所
謂
準
累
進
税
が
課
せ
ら
れ
品
質
の
異
く
な
る
に
從

っ
て
税
率
を
高
め
て
行
く

こ
ご
に
な
る
。
吐
く
す

る
ε
現
行
法
の
敏
黙
で
あ
る
所

の
、
…逆
進
税
的
色
彩
を
淡
く
し
、
且

つ
課
税
の
不
権
衡
ε

な

っ
て
み
る
も
の
を
も
矯
正
す
る
こ
ε
に
な
る
。
是
が
故
に
整
理
案
は
織
物
消
費
税
の
改
正
に
於
て
大
磯
當
を
得

へ

時

論

間
接

税
の
整

理
た
論
ず

第

十
四
巻

(第
五
號

=

=

)

八
七
五

■



卜

時

論

間
接
税
の
整
理
な
論
ず

第
十
四
巻

(第
五
號

一
二
二
)

八
七
六

て
る

る
ε
謂

は
ね
ば
な
ら

漁
。

只

、
木
綿
織

物
視
を
冠

す

る
の
断

な
き
は
、
聯

か
物
足

ら

諏
威

な
き
を
得
な

い
。

併

し
乍
ら
・
同

じ
べ
木
綿
織
物

ε

い
ふ
も
、
共
編
綜

に

て
精
巧

に
織

つ
花
物

は
、
粗
悪

な

る
絹

物
よ
り
優

れ
る
ポ

.

の
も
あ

る
で

め
ら

う
、

一
概

に
木

綿

織
物

で
あ

る
か
ら

ε

い
っ
て
、
斥

け
る
鐸

に
行

か
諏
も

の
も
め
る
。

そ
れ
等

の
事
情

よ
b

し
て
木
綿
織
物
税

を
存

β
や

う

こ
す

る
な
ら

ば
、
多
少
理
由
な

い
こ
ε
で
は
無

い
、
併

し
之
を
存
す

る
以
上

は
品
質

の
劣
等
な

る
木
綿

織

勅

に
射

し
て
極

め
て
低
き
椀
牽

を
課
し
、
殆

ん
ご
無
視

に
近

い
迄

に
下
げ
ね

ば
な
ら

諏
。

ゆ

　

む

む

　

織
物
消
費
税
に
就
て
論
じ
た
る
こ
ご
は
、
之
を
砂
糖
消
費
税
に
移
す

こ
ε
が
田
來
る
。
砂
糖
も
文
化
國
に
於
て

殆
ん
ご
必
需
品
に
堆
し
て
之
を
見
て
み
る
、
故
に
最
下
等
の
砂
糖
は
之
を
免
税
し
て
も
可

い
。
若
し
免
税
が
六
ケ

敷

い
な
ら
ば
、
其
最
下
等
品

に
扮
し
て
極
め
て
低

い
椀
牽
を
適
用
す
る
こ
ε
に
せ
ね
ば
な
ら

諏
。
併

し
乍
ら
総
て

の
砂
糖
を
以
て
生
活
必
需
品
ざ
す
る
こ
ご
が
出
来

鳳
。
其
品
質
の
良
く
な
る
に
從

ふ
て
高

い
税
率
を
適
用
す

べ
き

で
あ
る
。
此
主
義
は
我
国

に
於
て
も
早
く
既

に
行
は
れ
て
る
る
、
整
理
案
が
之
に
射
し
て
鯨
り
深
く
手
を
入
れ
な

い
の
も
之
が
爲
め
で
あ
る
。
其
偶
々
手
を
入
れ
た
る
所
は
、
黒
糖
白
下
糖
等

に
封
ず
る
視
牽
で
め

っ
て
、
之
を
下

げ
ん
ご
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
暴
れ
余
が
主
義

に
於
て
賛
成
す

る
所

で
あ
る
。

　

　

叉
砂
糖
消
費
税
の
中
に
飴
椀
を
挿
入
せ
ん
ε
し
て
み
る
の
も
、
現
行
法
に
於
け

る
不
権
衡
ε

い
ふ
敏
黙
を
、
補

ふ
も
の
で
、
亦
趣
旨

に
於
て
之
を
賛
せ
ね
ば
ぼ
ら

梱
。

,



む

　

む

む

　

　

　

　

　

む

む

　

む

砂
糖
消
費
税
に
於
て
は
、
佃
根
本
的

の
大
問
題
が
あ
る
、
そ
は
專
費
に
す
る
ε
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
余
は
砂
糖

に
於
て
は
、
專
費
は
容
易
に
賢
行
ず

る
こ
ε
が
出
家

る
ξ
思
ふ
。
專
費
が
實
行
せ
ら
れ
ば
、
砂
糖
の
品
質

に
從

ふ

て
多
く
の
階
段
を
設
け
、
準
累
進
税
的

の
差
等
償
幣
を
附
す
れ
ば
、
逆
進
税
的
傾
向
を
矯
正
す

る
に
人
な
る
力
が

あ
る
に
相
違
な

い
。

り

　

　

　
　

り

む

三

嗜
好
品
撹
に
就
て
は
、
酒
祝
が
問
題
に
な
る
が
、
酒
税
に
就
て
は
、
整
理
案

は
現
状
を
維
持
す

る
に
止

め

清
涼
飲
料
税
を
其
中
に
挿
入
せ
ん
ε
し
て
み
る
。
・酒
類
に
課
税
し
て
清
涼
飲
料
に
税
せ
な
け
れ
ば
、
負
推

の
椹
衡

を
得
な
い
こ
ε
に
な
る
。
今
清
涼
飲
料
税
を
起
せ
ば
、
現
行
制
度
に
於
け
る
此
鉄
黙
を
矯

め
る
こ
ご
が
出
來
る
。

是
が
故
に
整
理
案

に
於
け
る
清
涼
飲
料
挽
の
新
設
は
之
を
是
認
せ
ね
ば
な
ら
澱
。

む

む

む

　

　

浩
涼
飲
料
税

既
に
大
正
七
年
寺
内
内
閣

の
常
時
に
提
案
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
営
業
者
は
素
よ
り
之
に
反

謝
す
る
で
あ
ら
う
が
、
満
原
飲
料
は
A
「
や
可
な
り
廣
く
用
ひ
ら
れ
て
居

っ
て
、
而
も
其
値
段
は
必
ず
し
も
廉
で
無

い
、
そ
こ
に
相
當
の
捲
税
力
を
表
示
し
て
み
る
。
之
に
課
枕
し
て
可
い
ξ
い
ふ
論
撮
は
十
分
に
具
は
つ
て
み
る
。

只

ラ
ム
ネ
や
蜜
柑
水
の
如
き
極

め
て
低
廉
な
飲
料
で
、
專
ら
下
級
血
會
の
、消
費
に
か
＼
っ
て
み
る
も
の
は
、
措
税

力
が
十
分
に
無

い
か
ら
租
挽
の
理
論
か
ら
見
て
も
、
肚
會
政
策
の
上
か
ら
見
て
も
、
之
を
免
税
す
る
の
が
至
當
で

あ
る
ε
思
ふ
。

　

り

　

む

四

最
後

に
整

理
案

は
、
化
粧

品
椀
を
起

さ
ん
ご

し

て
み

る
様

で
あ

る
が
、
慌

に

「
案

た
る
を

失
は

阻
で
あ

ら

時

論

㍉間
接
税
の
整
理
な
論
ず

第
+
四
巻

〔第
五
號

=
【三
)

入
七
七

■

.



時

論

間
接
脱
の
整
理
々
論
ず

第
+
四
巻

(第
五
號

=
西
)

八
七
八

　

ほ

む

む

う
。
化
粧
品
挽
ど
い

へ
ば
、
奢
侈
視
の
性
質

を
帯

ぶ
る
も
の
に
外
な
ら
臓
。
余
は
更
に

一
歩
を
進

め
て
間
接
客
修

穂
を
起
す

の
案
を
提
議
し
た
い
。
奢
侈
税
`
い

へ
ば
、
從
夾
撃
者

は
使
用
稔
若
く
は
直
接
溝
費
視
を
意
味
す
る
も

の
ε
考

へ
て
る
た
様
で
あ
る
、
自
動
車
税
、
馬
車
視
、
車
税
、
玉
突
毫
視
、
畜
犬
椀
、
飼
鳥
視
、
等
の
如
き
其
著

し
き
も

の
で
あ
る
。
是
等
は
現
に
使
用

し
享
樂
し
て
み
る
所
を
捕
捉
七
て
税
す
る
も
の
で
め
る
。
庭
で
奢
侈
胸
章

樂

に
税
す
る
は
必
ず
し
も
直
接
陀
る
を
要
せ
な
い
、
又
之
を
實
際
に
徴
す
る
に
、奢
侈
的
享
樂
を
直
接

に
捕
捉
す
る

こ
`
は
多
く
の
場
合
に
於
て
困
難

で
あ
る
。
そ
こ
で
奢
侈
的
享
樂
も
亦
之
を
間
接

に
税
す
る
の
方
法
を
探
ら
ね
ば

な
亀

其
方
替

は
外
で
も
無
い
・
整

叩
由
瀞
掌

鄭

忘

婁

掌

毬

忍

歩

鍵

い
℃
樹
2

窄

み
鴛

賓
も
欝

鯵

惑

慈

罫

帥
馨

建

璽

穿

ゴ

引
視
は
由
來
鑑

視
廃

す
る
も
の

で
あ
る
け
れ
こ
も
、
藪
に
い
ふ
萱
買
取
引
税
は
間
接
奢
侈
税
を
な
す
も
の
で
其
性
質
を
異
に
し
て
み
る
。
流
通
税

ε
し
て
の
取
引
税
は
、
取
引
に
依

っ
て
得

べ
き
利
益
に
枕
す
る
も
の
で
あ
り
、
然
ら
ざ
る
も
取
引

に
依

っ
て
表
示

せ
ら
れ
た
推
挽
力
に
課
す

る
も
の
で
あ
る
、
從
っ
て
取
引

の
當
事
者
に
課
す
る
を
趣
旨
ε
す
る
。
然

る
に
弦
に
い

ふ
間
接
奢
侈
税
は
恥
奢
侈
品
を
消
費
す
る
者
に
税
せ
ん
`
す
る
も
の
で
、
固
よ
り
轄
嫁
を
豫
怨
し
て
み
る
の
で
あ

る
Q由

来
奢
侈
ε
い
ふ
観
念
は
相
劃
的
で
あ
る
。
貧
し
い
人

に
取

っ
て
奢
侈
で
み
る
も
の
も
、
富
め
る
人
に
は
奢
侈

ご
な
ら

阻
が
多

い
、
併
し
弦

に
奢
侈
税
ε
い
へ
ば
、
砦
移
品
を
定

め
て
か
Σ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
碧
移
品
は
其
品
物

■



の
材
料
や
製
造
方
法
で
之
を
定
め
る
こ
ε
の
出
來
る
も
の
も
あ
ら
う
し
、
(
例

へ
ば
金
銀
細
工
物
の
如
し
)
或
は
其

用
途
や
値
段
に
依

っ
て
之
を
定
め
る
こ
ご
の
出
來
る
も
の
も
あ
ら
う
、例

へ
ば
美
術
品
、
骨
董
品
の
如
し
)
。
而
し

て
此
の
如
き
奢
侈
品
の
清
費
を
な
す
者
は
富
者
階
級
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
此
の
如
き
奢
侈
吊

し
枕
す
れ
ば
、
間
接

税
中
に
主

ご
し
て
富
者
階
級

に
祝
す
る
も
の
が
出
来
て
來

る
こ
ご
玉
な
る
、
こ
は
嗜
好
品
視
ε
大
に
趣
を
異

に
す

る
所
で
あ
る
。
酒
や
煙
草

の
如
き
嗜
好
品
は
、
人
生
生
活

に
無
く
て
は
な
ら

鳳
物
で
無

い
、
散
に
奢
侈
品
の
色
彩

を
具

へ
て
る
る
が
、
併
し
其
消
費
は
、
富
者
階
級
に
限
ら
れ
な
い
で
、
下
級
　肛
會
に
迄
普
く
行
き
亘

っ
て
み
る
、

故
に
酒
税
や
煙
草
税

(煙
草
專
萱
も
亦
同
じ
、
)
は
富
者
階
級

に
税
す

る
こ
ε
に
な
ら
な
い
で
、
民
衆
に
税
す
る
こ

ε
N
な

る
の
で
あ
る
、
從
て
之
を
奢
侈
税
ε
い
ふ
は
、
當
を
得
て
み
な

い
。
庭
が
藪

に
い
ふ
間
接
奢
侈
税
は
、
下

級
肚
會

の
負
旙
に
蹄
す

べ
き
も
の
で
無
く
專
ら
富
者
階
級

の
負
捲

に
締
す

べ
き
も
の
で
あ
る
、
故
に
此

の
如
き
租

税
を
新
設
す
る
芭
、
我
国
間
接
税
制
度
し
於
け
る
逆
進
税
的
色
彩
を
淡
く
す

る
こ
ε
が
出
家
る
。
暴
れ
余
が
間
接

税
整
理
の

一
基
調
ご
し
て
、
間
接
奢
侈
税
を
起
さ
ん
こ
ざ
を
提
議
す
る
所
以
で
あ
る
。

第
六

結

論

以
上
論
ず

る
所

に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば
、
我
國

の
間
接

税
は
、
第

一
に
圭

ε
し
て
貧
者
階
級

の
負
捲

に
露

す

る

様

に
な

っ
て
居
り
、
第

二

に
所
得

の
少

い
者

に
多

々
益

々
重

い
負
捲
を
命
ず

る

こ
ε

に
な

っ
て
、
累
進

税
的

色
彩

時

論

間
接
税
の
整
理
ん
論
ず

第
+
四
巻

(第
五
號
.
=
一五
)

入
七
九



時

論

間
接
税
の
整
理
々
論
ず

第
レ
四
巻

(第
五
號

=
一六
)

八
八
○

が
署
し
く
現
は
れ
て
居
り
、
第
三
に
最
低
生
活
費
を
侵
し
て
居

る
も
の
が
少
く
な

い
の
み
な
ら
す

、
第
四
に
租
税

客
膿
の
選
揮
が

一
方
的
に
偏
し
て
、課
税
の
権
衡
を
得
て
み
な
い
も
の
が
多

い
。
是
等
は
皆
現
行
間
接
税
制
度
の
峡

黙
嫁
す

る
所
で
あ
る
か
ら
、
税
制
を
整
理
せ
ん
ε
せ
ば
、
是
等
の
散
黙
を
矯
正
す
る
こ
ε
に
力
を
致
さ
ね
ば
な
ら

鳳
。
第

一
及
第
二
の
峡
黙
は
、
殆
ん
ご
間
接
挽
制
度
に
ク
ツ
ッ
イ
て
る
る
歓
黙

ε
も
謂
ふ
べ
き
も
の
で
、
到
底
之

を
根
絶
す

る
こ
ε
が
出
來
な
い
、
併
し
間
接
税
制
度

の
整
理
ε
い
ふ
か
ら
に
は
、
此
峡
黙
を
微
に
す
る
こ
ご
を
目

的

ご
せ
ね
ば
な
ら

鼠
』
間
接
奢
侈
税
の
新
設
は
此
目
的
を
達
す
る
爲
め
に
重
大
な
る
意
義
を
有
し
て
み
る
。
第
三

及
第
四
の
峡
黙

に
至

っ
て
は
之
を
取
り
去

る
こ
ε
の
出
来
な

い
も

の
で
な

い
。
必
需
品
視
を
摩
し
て
最
低
生
活
費

を
侵
さ
な

い
様

に
し
、
諸
種
の
新
税
を
起
し
て
同
じ
効
用
の
あ
る
消
費
品
セ
普
遍
的
に
税
し
、
負
憺
の
権
衡
を
得

る
様
に
す
れ
ば
可
い
の
で
あ
る
、
間
接
税
の
整
理
は
藪
に
主
力
を
置
、か
ね
ば
な
ら
組
。
此
く
し
て
此
第
三
第
四
の

歓
黙
を
取
り
去

る
ご
、
從

っ
て
又
第

一
第
二
の
欽
黙
を
微

に
す
る
こ
ε
が
出
來
や
う
。

此

の
如
き
整
理
案

に
謝
し
て
故
障
ビ
な
る
も

の
は
、
租
税
牧
人
の
激
減

ε
い
ふ
こ
ε
で
あ
ら
う
。
石
油
清
費
挽

醤
油
挽
、
費
藥
印
紙
税
等
を
慶
止
す
る
に
於
て
は
、
国
庫
は
千
四
五
百
萬
圓

乞
失
ふ
に
相
違
な

い
、
さ
れ
ご
間
接

奢
侈
挽
を
起
せ
ば
、
千
四
五
百
萬
圓
を
償

ふ
て
始
り
あ
る
こ
ε
エ
な
ら
う
、
若
し
間
接
奢
侈
挽
が
起
さ
れ
な
い
で

千
四
五
百
萬
圓
の
補
充
が
っ
か
阻
こ
す

れ
ば
、
貰
藥

印
紙
枇

の
磨
止
を
後
日
に
延
期
し
、
今
日
じ
於
て
は
少
く
こ

も
石
油
消
費
視
茸

に
醤
油
税
の
塵
止
を
蹴
行

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
其
廃
止

に
依

っ
て
失
ふ
所
の
牧
入
は
僅
に
六
百
余

萬
圓
に
渦
ぎ
諏
、
そ
れ
を
し
も
断
行
す

る
二
ご
が
出
来

澱
ε
す
れ
ば
、
税
制
整
理
の
前
途
は
知

る
べ
き
の
み
で
あ
る


